ビジネス探究プログラム　ビジネス探究Ⅱ　ＰＢＬ教材　評価資料評価資料

	分野名：（科目名）
	総合分野（学校設定科目等）

	教材タイトル
	「株式と経済の関連性について理解しよう」



	１　本単元の目標

	＜１時間目（プレゼン資料を用いた講義）＞
　・株式に関係する基礎知識を身に付ける。
　・株価の変動要因と世界経済や日本経済の関係性を理解する。
　・為替と株価の関係性について理解する。
　・日々の株価と変動要因を記録する方法を身に付ける。
　＜２時間目（「日経平均株価の推移記録を取ろう」プリントを用いた意見共有）＞
　・日経平均株価の推移記録により、株価が変動する要因を理解する。
　・商業を学ぶ高校生が株式を学ぶ意味を理解する。
　・株式の知識を今後の学びに生かそうとする態度を身に付ける。



	２　評価規準・基準と具体的評価方法（〇記録に残す評価　●指導に生かす評価）

	【Ａ】知識・技術（５点）
 　　 〇別添の「【理解度確認テスト】株式と経済の関連性について理解しよう」において、株式に関係する基礎知識を身に付けている。
        ※以下の評価Ｂの△と〇については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は５点～７点である。
　　　　  評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「【理解度確認テスト】株式と経済の関連性について理解しよう」において、△点～〇点をとることができている。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。
　　●アサインメント３の「全体意見共有」において、株価と経済との関連性、日本企業と世界とのつながりについて理解している。

【Ｂ】思考・判断・表現（５点）
〇アサインメント５の３か所の記述において、株式を学習する意義を発見し、今後の学習に生かそうとしている。
  ※以下の評価Ｂの△については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は４行である。
　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…アサインメント５の３か所の記述の中に株式を学習する意義について個人の考えが述べられている。また、３か所のそれぞれの記述において△行以上の記述がされている。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。
　　　●アサインメント１及び２のグループ内意見共有において、日経平均株価の上昇や下落の変動要因を発見し、それを他者に説明している。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度（５点）
●グループや全体での意見共有時に、更によいアイデアを出そうとしている（積極的に発言できない生徒が挙手をするためにグループでの話し合いの時間を増やしたり、全体意見共有内での心理的安全性の確保に努めたりするなど、発言しやすい環境を整える）。
  　　〇「【課題】日経平均株価の推移をとり、変動の要因となった出来事を調べてみよう」の課題において、日々の株価と変動要因を記録する方法を身に付けようとしている。
　　　　※以下の評価Ｂの△については各学校の実情において数を決める。
教材作成者としての推奨は５日分である。
　　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
　　　　　評価Ｂ（３点）…課題である日経平均株価とその要因となった出来事について△日分の記述がされている。また要因となった出来事の記述は新聞やインターネットで調べたことが記述されている。
　　　　　評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。


	【総合評価】（15点満点）
　　総合評価Ａ・・12～15点
　　総合評価Ｂ・・７～11点
　　総合評価Ｃ・・６点以下
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